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第１章 公共交通の現状と課題 

 

１．公共交通の現状 

(1)土地利用、人口分布等の現状 

１）地形 

荒川、江戸川、旧江戸川の大河川と東京湾に三方を囲まれた本区は、かつての地下水汲み

上げによる地盤沈下の影響も加わり、陸地の約７割が満潮位以下の「ゼロメートル地帯」と

呼ばれる低地です。 

高低差が小さく平坦な地形であるため、区内での移動に対する負荷は比較的小さいですが、

区外への移動に際しては、北側の一部を除き橋梁を通行して河川を横断する必要があります。 

 

＜区内の標高＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土地理院地図 
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２）土地利用 

本区の土地利用状況は、住宅用地が最も多く全体の約 30%を占めています。住宅用地は増加

傾向にあり、商業・工業用地及び農地は減少傾向、公共用地や道路は増加傾向にあります。 

 

＜土地利用状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都土地利用現況調査（平成 28年）  
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３）施設分布 

 区内には、駅周辺に限らず、全域に公共公益施設、学校等が立地しています。 

 

＜主要な施設の分布状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：「2020 年度くらしの便利帳」より作成 
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４）人口・人口分布 

本区の将来人口は、令和２年（2020 年）から令和７年（2025 年）までの間に、約 70 万人

と人口のピークを迎えた後、ゆるやかに減少します。これは合計特殊出生率1の想定が異なる

３つの推計ケース全てにおいて予測されています2。年齢３区分別では生産年齢人口（15～64

歳人口）も同時期（2020 年から 2025 年）にピークを迎え、その後は 2045 年にかけて大幅に

減少し、以降は、低水準で推移します。一方、老年人口（65 歳以上人口）の割合は平成 27年

（2015年）の 20.6%から令和 32年（2050年）には 27.1%まで上昇します。老年人口を支える

生産年齢人口の人数は令和２年（2020 年）の 3.23 人から令和 27 年（2045 年）以降は 2.26

人へと大きく落ち込むことから、生産年齢人口の負担が大きくなります。 

＜江戸川区将来人口の推移＞ 

 

出典：江戸川区 施策策定のための人口等基礎分析（令和 2年 3月） 

＜年齢３区分別構成比の推移＞ 

    
出典：江戸川区 施策策定のための人口等基礎分析（令和 2年 3月） 

 
1 合計特殊出生率とは、人口統計上の指標で、一人の女性が出産可能とされる 15 歳から 49 歳までに

産む子供の数の平均を示します。 
2 中位推計は 2017 年の江戸川区合計特殊出生率 1.38で推移すると仮定しています。上位推計と下位

推計は、国立社会保障・人口問題研究所の推計に準じています。上位推計で 1.60 前後、下位推計

で 1.20 前後の推移となります。 

実績値：平成 27 年国勢調査 
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 鉄道駅周辺では人口の高密度化が顕著です。特に、東京メトロ東西線葛西駅及び西葛西駅

周辺においては、大規模に土地区画整理事業が実施され、面的な土地の高度利用が図られて

いることから、駅周辺及び沿線で広範囲にわたり人口密度が高くなっています。 

 

＜総人口分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 27 年国勢調査結果より集計  
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本区では、平井地域や小岩地域においては、古くから市街地が形成されていたということ

や、南部においては葛西沖の開発により市街化が進んだこともあり、区の北部ほど高齢化率

が高い状況となっています。 

 

＜高齢化率（65歳以上人口の割合）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 27年国勢調査結果より集計  
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５）道路ネットワーク 

区内には主要幹線道路として、南北方向にはゆりのき橋通り、船堀街道、環七通り、柴又

街道、東西方向には蔵前橋通り、千葉街道、京葉道路、新大橋通り、葛西橋通り、湾岸道路が

配置されています。 

都市計画道路は区内で 68 路線、129.3kmが決定されており、令和３年３月時点で完成率が

約 79％（首都高速道路を除く）となっています。なお、事業中の区間延長は 14.1kmです。 

区の南部（葛西橋通り以南）については、葛西橋通りの都県橋整備に係る区間を除いて、

国道・都道・区道のすべての都市計画道路が完成済みとなっています。 

また、その他の地域に関しても、区内の骨格的な都市計画道路は完成済みまたは事業中と

なっており、予定も含め、鉄道駅周辺で施行される市街地再開発事業と合わせて整備・更新

される交通結節点や駐輪場等との連携による交通ネットワークの強化が期待されます。 

 

＜都市計画道路ネットワーク＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：江戸川区都市計画事業データ 
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(2)公共交通の現状 

1)鉄道 

区内には北側から京成本線、ＪＲ総武線、都営新宿線、東京メトロ東西線、ＪＲ京葉線の

５つの路線が、いずれも東西方向（都心からの放射方向）に位置しており、南北方向の路線

がありません。 

各駅の一日あたりの乗降人員は、都営新宿線、東京メトロ東西線、ＪＲ京葉線で増加傾向

にあり、特に都営新宿線での増加率が顕著であるとともに、沿線での人口増加も目立ちます。 

＜区内鉄道駅および新小岩駅の乗降人員＞ 

 

出典：東京都統計年鑑、ＪＲは乗車人員を２倍している 

＜国勢調査（H17 と H27との比較）による人口増減＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 17年・平成 27年国勢調査結果より集計    
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東京都が整理した鉄道駅 800m圏（徒歩 10 分圏内）及び鉄道駅 400ｍ圏（徒歩５分圏内）に

よると、本区は、東京都区部において、特に圏域外となる地域（鉄道空白地）の割合が高く、

駅数の少なさが目立つとともに、23 区で唯一乗換駅がない区3となっています。 

本区では、このような状況の改善を図るため、都心からの放射方向鉄道と結節し、かつ、

鉄道のない南北方向の輸送需要を担う環七高速鉄道（メトロセブン）構想について、積極的

に検討を行っています。なお、検討は、エイトライナー区間を含む区部周辺部環状公共交通

として進めています。 

 

＜東京都区部の鉄道空白地＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都都市計画審議会「東京の土地利用の課題」    

＜区部周辺部環状公共交通の新設＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：交通政策審議会答申第 198号 

 
3 「地下鉄路線図（東京都交通局・東京地下鉄株式会社 2020 年６月）」及び「東京都鉄道路線図 

（東京都産業労働局 2017 年３月）」に記載の「乗換駅」によるもの。 
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＜メトロセブン構想＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メトロセブン構想とは、区内の南北（環状）交通の利便性向上を目指し、環状七号線に沿

って、江戸川区・葛飾区・足立区を地下鉄や地上系システム等で結ぶ環状高速鉄道構想です。

平成６年から３区の議会・行政が一体となり、環七高速鉄道（メトロセブン）促進協議会を

設立し、実現に向けた活動を行っています。その短期的な取組として、環七シャトルバス（シ

ャトル☆セブン）が亀有駅と葛西臨海公園駅・「東京ディズニーリゾート®」の区間で運行し、

メトロセブン実現までの南北交通の改善に寄与しています。 

出典：江戸川区ホームページ 

＜羽田空港アクセス線（仮称）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽田空港アクセス線は、湾岸部にある東海道貨物線の東京貨物ターミナル付近から羽田空

港国内線ターミナルまで約 5.0km の新線を建設し、既存の路線と接続するなどして都心部と

羽田空港を直結します。令和 11年度（2029 年度）中の運行開始を予定しており、ＪＲ東日本

では１日あたり 72本、１時間あたり４本の運行が計画されています。 

ＪＲ東日本は、本計画ルートのうち「アクセス新線（東京貨物ターミナル～羽田空港新駅）」

について、2021 年１月 20 日付で国土交通大臣より鉄道事業法第３条に基づく鉄道事業許可

を受けました。今後、臨海部ルートの整備及び京葉線・りんかい線相互直通運転化により、

本区から羽田空港に鉄道で直接アクセス可能となることが期待されます。  
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鉄道駅勢圏を 400m 圏域として捉えると、区内の約９割弱が鉄道空白地になります。また、

鉄道駅勢圏を 800m 圏域として捉えると区内の約５割弱が鉄道空白地になります。 

 

＜江戸川区の鉄道空白地＞ 
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2)バス 

区内で運行する一般路線バス事業者は、東京都交通局、京成バス、京成タウンバスの３社

です。 

東西方向に走る鉄道に対して、これを補完するように鉄道駅を起終点または経由する形で

主に南北方向のバス路線網が形成され、西側に東京都交通局、東側に京成バス、北側に京成

タウンバスが運行しています。 

なお、本区ではバス停留所から半径 300ｍ以遠の地域について、公共交通の利便性に関して

検証すべき区域（以下「要検証区域」という。）として位置付けており、区内 30 地域が抽出

されています。 

また、小岩駅と船堀駅、西葛西駅からは深夜バス、小岩駅と一之江駅、葛西駅からは羽田

空港と成田空港への空港バス、東京スカイツリータウンと「東京ディズニーリゾート®」とを

結ぶスカイツリーシャトルが運行されています。 
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＜要検証区域＞ 
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＜要検証区域の人口・高齢人口率・面積＞ 

 

  

No 地域名称 
①全年齢人口 

(人) 

②高齢者人口 

(人) 

③高齢人口率 

②/① (％) 

④面積 

（ha） 

1 京成小岩北 2,287 522 22.8% 12.99   

2 江戸川駅北 3,426 817 23.8% 18.66  
 

 

3 上一色周辺 5,831 1,486 25.5% 32.67  
 

 

4 南小岩周辺 1,022 263 25.7% 5.36  
 

 

5 東小岩 2周辺 205 49 23.9% 0.75  
 

 

6 南小岩 2周辺 1,818 461 25.4% 9.04  
 

 

7 篠崎公園周辺 3,839 852 22.2% 28.61  
 

 

8 大杉橋周辺 373 52 13.9% 1.45  
 

 

9 篠崎 7周辺 513 96 18.8% 0.78  
 

 

10 篠崎町 4周辺 6,605 1,153 17.5% 44.74  
 

 

11 東篠崎 1周辺 2,594 725 27.9% 27.76  
 

 

12 一之江橋周辺 1,285 324 25.2% 6.96  
 

 

13 一之江駅南東周辺 206 54 26.1% 0.20  
 

 

14 上一色南小周辺 426 110 25.9% 2.10  
 

 

15 松島 4周辺 9,527 2,381 25.0% 53.16  
 

 

16 東小松川周辺 9,079 2,266 25.0% 49.08  
 

 

17 大杉周辺 101 22 22.2% 0.42  
 

 

18 西一之江周辺 290 55 18.8% 1.21  
 

 

19 松江 7周辺 228 46 20.1% 1.63  
 

 

20 二之江周辺 169 33 19.5% 0.56  
 

 

21 春江町 5周辺 816 179 21.9% 1.60  
 

 

22 東葛西 2周辺 7,584 1,224 16.1% 32.27  
 

 

23 中葛西周辺 1,650 329 19.9% 22.50  
 

 

24 西葛西 2周辺 3,870 609 15.7% 12.42  
 

 

25 南葛西 2周辺 1,182 117 9.9% 2.47  
 

 

26 南葛西 7周辺 385 48 12.5% 4.95  
 

 

27 臨海町周辺 13 1 5.9% 95.06  
 

 

28 平井 4周辺 3,913 935 23.9% 26.03  
 

 

29 平井 6周辺 272 66 24.3% 4.03  
 

 

30 東大島駅北周辺 774 199 25.7% 10.24  
 

 

  合計 70,284 15,474 22.0% 509.71  
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3)タクシー 

区内には 28のタクシー事業所があり、各地に分散して立地しています。 

また、京成本線を除く鉄道駅には、タクシーの乗降場や待機バース4が整備されています。 

 

4)自転車 

 本区では自転車の快適な走行環境の実現を目指し、平成 17年より放置自転車「０」の推進

に取り組んでいます。自転車は環境に配慮し、健康増進に役立つ身近な乗り物であり、都市

交通の一つとして安全・安心・快適に利用できる乗り物です。 

そこで本区では新たな自転車文化の創造を目指し、平成 21 年９月からレンタサイクル（ｅ

サイクル事業）の社会実験を実施、平成 25年より本格導入し、現在では 1,250 台を配備して

います。 

また、公共交通機関の機能補完及び観光戦略の推進や、駅周辺及びバス停留所付近の放置

自転車削減、自転車総量の抑制を目的として、コミュニティサイクル事業を実施しています。

（サイクルステーションは 16か所） 

 加えて、平井駅・西葛西駅等の７駅に使用料制駐輪場、及び小岩駅・瑞江駅等４駅に利用

料金制駐輪場を設置するとともに、駅周辺を自転車放置禁止区域に指定して、放置自転車の

撤去を実施しています。 

 さらに、平成 29年３月には、江戸川区自転車ネットワーク計画を策定して、自転車走行に

関する安全対策を推進しています。自転車が車道の左側を走行することを徹底し、安全性を

高めるため、道路を青く塗る「ブルーレーン」や進行方向を示す「矢羽根型路面表示・自転車

ナビマーク」の設置を進めています。 

 

 

 
4 駅前広場や道路上に白線等で区画されたバスやタクシー等の車が駐停車する場所です。 
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＜区内のバス路線＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2020 年度くらしの便利帳 
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＜駐輪場・サイクルステーション等の分布＞ 

   

  

★ｅサイクル（レンタサイクル） 

（駐輪場を拠点とした、自転車と電動アシスト 

自転車のレンタル。１日、１ヶ月、３ヶ月の 

単位で借りることができる。） 

・拠点（11 箇所） 

・区が運営 

 

コミュニティサイクルステーション 

●公共空間設置 

○民間施設設置 

（専用アプリより自転車の利用予約をし、所定

のステーションで借りるシステム） 

・サイクルステーション（73 箇所） 

・民間企業が運営 

 

  使用料金制駐輪場のある駅 

 

  利用料金制駐輪場（指定管理者）のある駅 
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＜自転車走行環境整備路線＞ 

 

出典：江戸川区自転車ネットワーク計画（平成 29年 3月）、図は平成 31年 3月改定    
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5)ＭａａＳの動き 

国土交通省は、日本版 MaaS5の推進を行っています。 

現在、各地域で社会実験等が進められています。 

 

＜MaaSのレベル＞ 

MaaSは４レベルが設定されて、国内外で推進されています。 

 

＜MaaSのレベル＞ 

レベル MaaS の内容 

１ 情報の統合（複数モードの交通提案、価格情報） 

２ 予約、決済の統合（１トリップの検索、予約、支払） 

３ サービス提供の統合（公共交通に加えてレンタカー等も統合） 

４ 政策の統合（データ分析による政策） 

出典：国土交通政策研究所報第 69号 2018 年夏季 

 

＜日本版 MaaS基盤整備事業９地域・９事業者＞ 

MaaSの普及に当たっては、その基盤整備の一環として、地域の公共交通の利便性を向上し、

活性化させることが重要となることから、国土交通省は令和２年度よりキャッシュレス決済

の導入について支援を行うこととしています。準備が整った以下の９地域・９事業者を対象

に、日本版 MaaS 基盤整備事業（キャッシュレス決済部門）の交付・支援決定が行われました。 

 

MaaS基盤整備事業者 主な地域 

阿寒バス株式会社 北海道釧路市 

岩手県北自動車株式会社 岩手県盛岡市 

福島交通株式会社 福島県福島市 

会津乗合自動車株式会社 福島県会津若松市 

茨城交通株式会社 茨城県水戸市 

津エアポートライン株式会社 三重県津市 

近鉄バス株式会社 大阪府大阪市 

大阪空港交通株式会社 大阪市豊中市 

長崎県交通局 長崎県長崎市 

 

 
5 Mobility as a Service の略で、地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応

して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括

で行うサービスであり、観光や医療などの目的地における交通以外のサービス等との連携により、

移動の利便性向上や地域の課題解決にも資する重要な手段となるものです。出典：国土交通省資料 
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6)バス利用に係る支援制度 

東京都の支援のもと、一般社団法人東京バス協会では、東京都の高齢者の社会参加を助長

し、高齢者の福祉の向上を図るため、70歳以上の都内に住民登録をされている方に、「東京都

シルバーパス」を発行しており、これをお持ちの方は区内の一般路線バスと都営地下鉄等に

乗車できます。また、区内の一般路線バスでは障害者割引を実施しています。 

 

＜東京都シルバーパス＞ 

対  象 東京都に住民登録されている満 70歳以上の方 

・満 70 歳になる月の初日から申し込める 

・１日生まれの方は、前月の１日から申し込める 

発行内容 パスは、発行窓口で必要書類の確認後、その場で発行される。 

利用する方の費用は以下のとおり。 

(1)当該年度の住民税が「課税」の方で(3)以外の方…20,510 円 

（但し、令和２年４月～９月に購入する場合は 10,255 円） 

(2)当該年度の住民税が「非課税」の方…1,000 円 

(3)当該年度の住民税が「課税」であるが、前年の合計所得金額が 125万円 

以下の方…1,000 円 

 

＜障害者の割引＞ 

東京都交通局 対 象 者 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を 

所持する方及びその介護者 

割 引 率 普通運賃５割引、定期運賃３割引 

利用方法 乗車時に各種手帳を提示 

京成バス 対 象 者 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を 

所持する方、児童養護施設や知的障がい児施設等を利用

されている方及びその介護者 

割 引 率 普通運賃５割引、定期運賃３割引、都内１日乗車券５割引 

利用方法 乗車時に各種手帳、所定の運賃割引証を提示 

京成タウンバス 対 象 者 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を 

所持する方、児童養護施設や知的障がい児施設等を利用

されている方及びその介護者 

割 引 率 普通運賃５割引、定期運賃３割引（精神障害者保健福祉 

手帳の方は定期券の割引はない） 

利用方法 乗車時に各種手帳、所定の運賃割引証を提示 

 

  



第１章 公共交通の現状と課題 

 

23 

7)その他支援制度 

障害者等に対する外出時の支援として、区では「福祉タクシー券」、「自動車燃料費の助成」、

「自動車運転教習費用の助成」、「自動車改造費の助成」を実施しています。 

 

＜福祉タクシー券事業＞ 

対  象 次のいずれかに該当し、タクシーを利用しなければ移動が困難な方に、 

区と契約しているタクシーで使用するタクシー券を助成する。 

(1)身体障害者手帳１～３級の下肢、体幹、移動機能障害の方 

(2)身体障害者手帳１～２級の視覚障害の方 

(3)身体障害者手帳１級の内部障害の方 

(4)身体障害者手帳３級の呼吸器障害の方で外出時携帯酸素を利用する方 

(5)愛の手帳１～２度の方 

助成内容 半年に１回６冊（１か月１冊月 3,000 円分）を交付する。 

対象者が区と契約しているタクシーに乗車するときに利用できる。 

また、身体障害者手帳または愛の手帳を提示することで障害者割引（１割引）

が受けられる。 

・燃料費助成との選択制 

・入院・入所中の方は、交付の対象外 

・等級は障害部位の等級で判定 

 

＜自動車燃料費の助成＞ 

対  象 次のいずれかに該当し、日常生活のために自動車を使用している場合に 

燃料費（ガソリン及び軽油代）の一部を助成する。 

(1)本人運転のみ 

身体障害者手帳１～２級の上肢障害の方 

(2)介護者運転のみ 

身体障害者手帳１～２級の視覚障害の方、愛の手帳１～２度の方 

(3)本人運転または介助者運転 

身体障害者手帳１～３級の下肢または体幹機能障害・移動機能障害の方、 

１級の内部障害の方、または呼吸器障害３級の方で外出時携帯酸素を利用 

する方 

助成内容 月額上限 3,000円までを助成する。給油日を基準とし、月 3,000円に 

満たない場合は実際に支出した額を助成する。 

給油がない月は助成できない。 

・対象はガソリン代・軽油代（消費税を含む）のみ 

・洗車、オイル、灯油代等は助成の対象外 

・カード利用等によるポイントサービスの値引き金額は助成の対象外 
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＜自動車運転教習費用の助成＞ 

対  象 次の要件をすべて満たす 18 歳以上の方に、運転免許を取得する費用の一部

を助成する。 

(1)身体障害者手帳３級以上、愛の手帳４度以上 

（内部障害は４級、下肢・体幹機能障害は５級以上で歩行が困難な方も対象

となるが、医師意見書の提出が必要） 

(2)江戸川区に引き続き３か月以上お住まいの方 

(3)前年の所得税額 40万円以下の方（本人所得） 

(4)この制度または他の制度による免許の取得に要する費用の助成を受けて

いない方 

助成内容 助成額は以下のとおり。 

・新規取得の場合は、実際に支出した額の３分の２（100 円未満切り捨て）

で上限 200,000円 

・限定解除の場合は、実際に支出した額（20,600 円を限度） 

 

＜自動車改造費の助成＞ 

対  象 重度の身体障害者の方（身障手帳の上肢・下肢・体幹機能障害１～２級）が

就労などにともない自ら運転する自動車を取得するとき、次の要件をすべて

満たす方に、自動車の操向装置などの改造費の一部を助成する。 

(1)身体障害者手帳１・２級の上肢・下肢・体幹機能障害者で、運転免許を 

交付されている方 

(2)本人名義の車を所有、または本人名義の車を購入予定の方 

(3)所得制限内の方（特別障害者手当の所得基準額と同じ。同居家族全員が

所得制限内である必要がある。） 

(4)過去５年以内に、この制度または他の制度による改造費助成を受けて 

いない方 

助成内容 １．対象箇所 

・駆動装置、操向装置 

２．助成額 

・上記改造箇所について実際に支出した額の 3分の 2（100 円未満切り捨て）

で上限 250,000円 

 

  


